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１） E.Schmalenbach “Dynamische Bilanz” （13 Aufl,1988) s.18―土岐政蔵訳
 『十二版動的貸借対照表論』（昭和 43 年）p.4 参照。
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2 ． コフェロの評価論
　本節は、イルマリ・コフェロ Ilmari Kovero 著『私企業の年次貸借
対照表における諸資産の評価―特に未実現損益を考慮して―』“Die 
Bewertung der Verm gensgegenstande in den Jahresbilanzen privaten 
Unternehmungen mit besonderer Ber cksichtigung der nicht realisierten 









































































































































　16 世紀の著者のうち、マンツオーニ D.Manzoni の著述「ヴェネチアの























































たが、それでも、たとえばブーセス G.H.Buses の著書（17 のような例外
も、この世紀の変わり目にはまだ見られる。かくして、ヘルヴィックス
S.F.Helwigs の著書（18、ベルグハウス J.I.Berghaus の著書（19、ゲルハルト































































同様である。1875 年のハンガリー商法と 1883 年 7 月 7 日のボスニア・ヘ
ルツェゴビナ商法が、基本的にこれに一致する。スイス連邦法の 1881 年





と規則的な貸借対照表の作成は命ぜられている。1807 年 9 月 10 日のフラ
ンス商業条令、1835 年 4 月 19 日のギリシャ商法典が、毎年の棚卸しを、
また 1867 年 7 月 24 日と 29 日のフランス会社法は、貸借対照表の年次的
作成を規定している。年次的な棚卸しおよび貸借対照表作成は、1838 年
のオランダ商法典、1850 年 7 月 28 日のトルコ商法典、1860 年 1 月 26 日
のセルビア商法典、1862 年とその後の 1908 年のイギリス会社法、1872 年
12 月 15 日のベルギー商業条令、1872 年 3 月 25 日のデンマークと 1874 年
6 月 3 日のノルウエーの法律、1883 年のイタリア商法典、1887 年のルー
マニア、1888 年 8 月 23 日のポルトガルの商法典、1897 年 3 月 18 日と 30
日のブルガリア商法そして 1903 年のロシア商法典と 1909 年 3 月 14 日の






として示している。ライシュ Reisch とクライビッヒ Kreibig は、貸借対
照表は財産表示であると説明し、クナッペ Knappe も同様である。ガレイ














































Pollacsek も同様である。グリューバー Gruber は、貸借対照表を、要約的
な勘定形の棚卸表として示しており、この見解には、ヤーン Jahn とヴェ








































１） “Della Mercatura et del Marcante perfetto”（1458）
２） “Summa de Arithmetica, Geometria, Proportioni et Proportionalita”
 （1494―第 1 版）
３） “Quaderno doppio col suo giornale, novamente composito et diligentissime 
 ordinate, secondo il Costume di Venetia”（1540）
４） “Buchhalten fein kurz zussammengefasst und begriffen, nach arth nud 
 weise der Italianer mit allerhaut verstandlichen guten Exemplen”（1594）
５） “Neu Kunstlich Rechenb chlein uff alle Kaufmannschaft”
 ―参照 :Jager “Beitrage zur Geschite der Doppelbuchhaltung”（1874）
６） 参照 : Simon“Die Bilanzen der Aktiengesellschaften nud der Kommandit -
 gesellschaften auf Aktien”（1899）
７） 参照 : Jager 上掲書
８） “Wiscontige Gedachtenissen” in “Wyfde stuck, Tweede Derl der
 gehmengde Stoffen, van de vorsteilishe Boveckhovding in Domine in
 Finance extracordinaire”（1608）
９） “Coopmans Bovckhovding op de italiaensche Wyse”（1608）
34　包括利益の示唆するもの―コフェロ説（1912）を参考にして─
10） “Neu vollkommenes Buchhalten”（1669）
11） “Le Guide des Negocians et Teneurs de Livres”（1687）
12） “General Instruction des Buchhaltens”（1695）
13） “Le parfait negociant ou instruction generale pour cequi regarde le
 commerse des marchandies de France et des pays etrangers”（1675）
14） “Rechenkunst”（1706）
15） “Des Buchhaltens neueste und k rzeste Manier”（1707）
16） “Dictionnaire universel de commerce”（1723）
17） “Das Ganze der Handlung”（1804）
18） “Anweisung zur leicher und gr ndlichen Erlernung der italienischen
 doppelten Buchfuhrung”（1774）
19） “Handbuch fur Kaufleute”（1796）
20） “Der Buchhalter”（1796）
21） “Der praktishe Kaufmann”（1798）
22） “Neues vollstandiges und allgemeines Lehrbuch des Buchhaltens”（1802）
23） “Versuch einer grundlichen Anweisung zum fasslichen und leichten
 Erlernen des Italianishen Buchhaltens”（1805-06）
24） “Die doppelte Buchhaltung”（1811）
25） “Die praktische Kaufmannishe deutsche Doppel-Buchhaltung”（1830）






































































































































































































































































































































































































　18 世紀の他の簿記著述者に関していえば、ヘルヴィッヒ Helwig は、
商品を購入価値で評価しているが、営業備品の価値からは「年度の減耗






　19 世紀の前半では、ブッセ Buse の貸借対照表作成は、依然として、棚


































































































































































































































































































































Kremer、Feuerstein、Bandtel それに Back の意見が同様の内容である。






































































































































































































































































































































































































































やマルクス Marx だけではなくて、とりわけロッシャー Roscher、シャッ
































































































































      　　a+b
     調達価格
　　　　　　　　　卸し商　:
     販売価格
      　　a+b+c
     調達価格
　　　　　　　　　小売商　:
     販売価格






































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































積極財産 : 消極財産 :
種々の積極財産・・・・・20,000 種々の消極財産・・・・・40,000
商　　品・・・・・・・・40,000 純資産・・・・・・・・・60,000
土　　地・・・・・・・・40,000　 　　　　　　              
















　　　　　　　　　　　          　利益・・・・・・10,000 60,000
　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　 
　あるいは























































　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　          （s.165-s.170）
　貸借対照表上で成果表示をする場合、第二の方法によれば、これらは
各々の場合に次のような様式になる。






　　　　　   　　　　　 　　　　　　　　　　　　 





　未実現利益・・ 2,000 10,000 60,000
　   　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　 
104　包括利益の示唆するもの―コフェロ説（1912）を参考にして─







　未実現損失・ 2,000  10,000  60,000
　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　 
















　損失・・・・  2,000  10,000  60,000
　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　 



















　未実現損失・12,000  10,000  60,000
　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　   
















積極財産 : 消極財産 :
種々の積極財産・・・・・20,000 種々の消極財産・・・・・・40,000
商　　品 純資産
　調達価格・・・  43,000　 　営業年度の開始・・50,000
　価格下落・・・・  3,000  40,000
土　　地　　　　　　　　 
　未実現利益・・2,000
　利益・・・・・ 8,000  10,000   60,000
　調達価格・・・  35,000





















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































  　　 積極財産  　　　　　　　 消極財産
種々の積極財産・・・・・・20,000   種々の消極財産・・・・・・40,000




　実現利益・・・・・・  2,000   10,000　　
　　　　　　　　　　　　  　　　　　　　　　　　　     
　　　　　　　　　　（s.213）
　13,000 マルクの未実現損失と 1,000 マルクの未実現利益があるとすれば :
  　　　積極財産　　　　　　　　　　　　　消極財産
種々の積極財産・・・・・・・20,000   種々の消極財産・・・・・・  40,000
商　　品・・・・・・・・・・40,000   株式資本・・・・・・・・・  70,000
土　　地・・・・・・・・・・・40,000   未実現利益・・・・・・・ ・・・ 1,000
損　　失 :
　未実現損失・ ・ ・ 13,000
　実現利益・・・・・  2,000    11,000　　　　　　　　　　　　　　　　　






種々の積極財産・・・・・・・ 20,000   種々の消極財産・・・・・・40,000
商　　品　　　　　　　　　　　      株式資本・・・・・・・・・50,000
　調達価格・・・・・ 43,000　　　　  未実現利益・・・・・・・・ ・5,000
　評価損・・・・・・・   3,000   40,000    分配可能利益
土　　地  　　　　　　　　　　　　 　実現利益・・・・・ 8,000
　調達価格・・・・・ 35,000　　　　　  未実現損失・・・・3,000 　 5,000
　増価・・・・・・・  5,000    40,000　　




  　　   積極財産  　　　　　　　　 消極財産
種々の積極財産・・・・・・ 20,000    種々の消極財産・・・・・・40,000
商　　品　　　　　　　　　　　　　株式資本・・・・・・・・・50,000
　調達価格 ・ 43,000　　　　  　　　   未実現利益・・・・・・・・・・7,000
   評価益・・・  2,000  45,000　　　     分配可能利益
　評価損・・・・・・  5,000　40,000 　　実現利益・・・・・8,000
土　　地　　　　　　　　　　　　　　未実現損失・・・・5,000     3,000
　調達価格・・・・・35,000　    　　  
　増価・・・・・・    5,000   40,000　　　　　　　　　    　　　  　　　
　　　　　　　　　　　　  　　　　　　　　　　　    　  
　以上において、我々は、貸借対照表における、分配可能なものと純利益
との明瞭化を述べてきた。この原則は、部分的には他の営利企業の貸借対
照表にも適用されうるし、状況によっては、たとえば公的な商的企業に関
して、以前に個別企業との関係で既述した方法の考慮のもとに、同様に適
用されうるのである。（s.215）
126　包括利益の示唆するもの―コフェロ説（1912）を参考にして─
